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岡山県医師会皮膚科部会 STD患者数調査
・1985年開始し、毎年3月・9月実施。

・岡山県内の皮膚科、泌尿器科を標榜している施設に調査用紙を送付し、

一ヵ月間のSTD患者数を調査している。

・本研究会のHPでも結果を公表している。
http://www.std-shc.net/std_research/

2010年6月17日 第16回岡山STD研究会



岡山県医師会皮膚科部会 STD患者数調査
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岡山県医師会皮膚科部会 STD患者数調査
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岡山県医師会皮膚科部会 STD患者数調査
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最近10年間の全国定点報告集計
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岡山県医師会皮膚科部会 梅毒患者数調査
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最近10年間の全国梅毒集計
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ま と め

・淋菌感染症、クラミジア感染症
岡山県では2004年以降、全国集計では2003年以降減少傾向にある。

・尖圭コンジローム、性器ヘルペス
岡山県を含め、大きな変動なく少ない頻度で推移している。

・梅毒

岡山県では1993年9月以降減少傾向にあったが、全国集計では2005年
以降、増加傾向にある。

・淋菌感染症、クラミジア感染症の減少に関しては若年者を対象とした

教育、啓蒙活動の効果なのか、調査対象となっている施設の設定に
問題があるのか慎重に評価する必要がある。
梅毒に関する岡山県と全国との差異については届出義務のある
疾患であることの認識の違いによるものかもしれない。
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お知 らせ

・日本性感染症学会の
教育研修単位が認め
られる研究会になりました。

・日本性感染症学会Hpに

性感染症 診断・治療
ガイドライン2008が公開
されました。

http://jssti.umin.jp/
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